
りよ大村市政だ ( 3月中旬号)

固定資産課税台帳の縦覧

3月1日からL0日まで土地
家屋など固定資産の課税台

帳を一般に縦覧しますので

期間内にぜひご覧ください

もし異議がある場合は3月
3 1日まで異議申立てがで
きます。

(示312号〉

発行所

長崎県大村市250番地

大村市役所

印取j所つじ印刷所

定価 一 部五円
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準
・防
火
地
帯
を
指
定

地
区
の
範
囲
は
町
部
が
中
心

準
防
火
地
山
市
が
別
図
の
と
お
リ

指
定
さ
れ
、
三
月
凶
円
か
ら
施
行

さ
れ
玄
す
の
己
、
建
築
檎
造
が
つ

ぎ
の
と
お
制
限
さ
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
今
後
建
物
を
新
築

培
改
築
す
る
場
合
は
つ
ぎ
の
乙
と

を
守
っ

て
く
だ
さ
い。

一
、
十
平
万
一
日
川
(
約
二
坪
)
以
下

の
増
築
亡
も
確
認
申
請
ふ
必
要

と
し
ま
す
o

二
、
階
数
が
四
以
上
ま
た
は
延
由

積
千
}計
百
車
方
れ
れ
上
の
建

築
物
は
耐
火
時
造

三
、
階
数
が
三
で
あ
ふ
建
築
物
ま

た
は
延
面
積
が
五
向
卒
万

M

以
上
千
五
白
平
方
幻
ま
で
の

建
築
物
叶
簡
易
耐
火
構
造

四
、
外
壁
、軒
襲
等
で
燃
焼
の
お
そ

れ
あ
る
部
分
同
防
火
構
造

五
、
開
口
部

(出
入
口
、
窓
)
で

燃
焼
の
お
そ
れ
あ
託
部
分
は
乙

種
防
火
一戸

六
、
こ
れ
以
上
の
門
山下問
等
は

不
燃
材
料
で
作
り
ま
た
は
お
お

わ
れ
た
も
の

指
定
地
区
ほ
町
部
を
中
心
と
し
一
含
む
)
の
範
囲
と
な
っ
て
い
ま
す

東
側
H
鉄
道
、
南
側
日
内
因
川

一
詳
細
は
諌
早
土
木
事
務
所
建
築
課

西
側
U
三
十
四
号
国
道
、
北
側
一ま
た
は
市
建
設
課
へ
お
た
ず
ね
く

日
丹
々
川
(
水
王
町
の
一
部
を
一
だ
さ
い
。

(
題
設
課
)

経
営
講
座
の
開
催

甫
内
中
小
企
業
者
の
経
営
、
労

務
、
教
養
に
つ
い
て
の
講
座
を
つ

ぎ
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、

受
講
さ
れ
る
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま

す。ム
日
時
場

所

三
月
十
九
日
、

一一

十
日
午
前
十
時
J
午
後
五
時

大
村
両
工
会
醸
所
二
階

ム
講
鵠
内
容

①
中
小
企
業
に
お
け
る
管
理
と

転

長

崎

地
方
検
察
庁
大
村
一
組
織

ゆ
ゆ

支
部
は
昨
年
九
月
か
ら、

一

②
労
働
面
か
ら
の
経
営
近
代
化

官
特
市
役
所
前
に
新
築
中
で
し

一
ム
講
師
九
州
能
率
協
会
川
島

町
川
た
が
、
さ
る
二
月
二
十
二
一
虎
男
先
生
(商
工
水
産
課
)

前
日
完
成
し
、

二
十
七
日
大一

1
0
:
0
3リ
:
0
3
0
:
0
1リ
:
0
1
0
:
。:
o
t
ド:。:。
:
o
t
o
:
o
t
o
t
o
u
f

開

刊

誌

諮

問

寸
日
一

印

鑑

登

録

票

を

更

新

一語

顎

時

計

刊

一

M
J不
要

で

す

。

場

所

一

日

日

目

立

市

内
封

機

A
KU
ド地は九
一

%
日
以
後
は
新
た
に
登
録

一日
目
立
訟
は
れ
一一一
一
日
一
刊
誌
何
時
間
一
r
k
m間
取
引
い
日
叩

百
九
十
九
平
方
メ
ー
ト
ル
一昭
和
三
十
二
年
の
水
害
に
よ
り
市
一
し
か
し
、

ま
だ
更
新
を
し
て
い
な
一
え
実
印
鑑
を
持
参
レ
お
出
向
き
く
一
の
で
、
町
務
連
絡
委
員
に
依
頼
の

一一
一一月
二
十
二
日

茸
願
出
張
所
一
く
だ
さ
い
。

庁
舎
は
鉄
節
ブ
ロ
ッ
ク
造
り
卒
家
一の
印
鑑
蛍
録
票
が
主
役
レ
と
な
っ
一
い
人
が
相
当
数
号
、
円
常
の
事
一
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
一

名
簿
-L
記
名
洩
れ
の
か
た
も
お
出
一
三
月
二
十
三
日
竹
町
出
出
張
問

一

内
お
、
四
月
か
久
新
設

η
国
立

建
で
近
代
的
な
明
る
い
建
物
で
す
一た
た
防
護
さ
れ
て
い
る
印
鑑
票
一
務
取
扱
い
も
繁
雑
で
市
民
の
か
た
一
印
鑑
登
録
更
新
を
代
人
で
さ
れ
一
向
き
お
願
い
し
ま
す
。

当
日
差
支
一

一二月
二
十
四
日

突

出

張

明

一

r

工
学
専
門
学
校
じ
つ
い
で
は

(
庶
務
課
)

一が
汚
損

踏

号

、
不
明
瞭
と
な
一
に
迷
惑
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
一
る
場
合
は
委
任
状
と
吹
入
印
紙
の

一向
郎
防
れ
は
と
り
白
川
崎
一

一一一月
二
十
五
川
本
4

3

げ

で

可

抗

日

説

明

白

山
河

一
っ
た
も
の
が
き
、
乙
れ
の
整
備
一
そ
こ
で
登
録
簿
か
整
備
す
る
た
め
一
五
円
毒
し
ま
す
二

委
任
状
用
玄

誌
を
必
要
と
さ
れ
る
場
合
j
一
(
時
間
は
午
自
八
時
一一
平
分
か
ら
一
て
け
害
訴
康
上
高
校
批

一は
急
書
官
し
ま
す
の
で
証
明
下
附
一
つ
ぎ
の
と
お
り
印
鑑
票
の
更
新
を
一
紙
、
収
入
印
紙
、

鞍
録
票
は
準
備
一新
た
に
霊
叫
し
て
い
↑

だ
く
こい
い
一
午
後
一立
時
ま
で
)
(
市
民
課
)
一

一言
ト
の
貸
付
状
況
を
勘
寂
し
て

願
に
山
川
頭
さ
れ
た
方
の
分
は
そ
の
一
実
施
レ
ま
す
の
で
、

ど
迷
惑
と
は
一
し
て
お
り
ま
す
)

一に
な
り
ま
す
の
で
ご
r
承
く
だ

三
J

修

学

資

金

を

貸

付

け

一
.
行
な
わ
れ
る
乙
と
に
な
っ
て
お

都
電
莞
新
を
行
必
つ
で
い
ま
ま
。
)
存
じ
ま
す
が
、
万
障
繰
合
せ
の
う
な
お

と

の
更
新
政
当
省
の
調
一い
。
な
お
、

積
録
更
新
に
よ
る
手

畏
崎
県
婦
人
児
童
謀
で
は
修
り
ま
司
。
(
福
祉
事
務
向
)

41-τζ=長ごヲ努努i~~y二二諺
;包
帯
荷

量
写
真
は
H
涜
成
し
た

r
，
検
察
庁
々
舎

例とはがら
室おす大れ
りでへな
げでにんい
てあ何不の

害izz;期日まで申告しなければ損
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(ニ〉

tジ

ア
テ
リ
ア

の
発
生
す
る
季
節

予
防
注
射
は
必
ず
三
回
実
施

(矛312号)

例
年
ジ
フ
テ
リ
ア
の
発
生
す

る
季
節
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

お
母
様
万
は
ジ
フ
テ
η
ア
に
対

す
る
知
識
や
深
め
注
意
を
守
っ

て
病
魔
か
ら
お
子
憎
を
守
ら
う

で

rあ
り
ま
せ
ん
か
。

原
因
ジ
フ
テ
リ
ア
は
ジ
フ

テ
リ
ア
菌
の
感
染
に
よ
っ
て
起

る
小
児
に
多
い
伝
換
病
の
一
つ

で
、
菌
は
の
ど
や
鼻
か
A
侵
入

す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ジ
フ
テ
リ
ア
薗
は
侵
入
し
た
部

位
に
向
い
鶴
膜
を
作
り
、
薗
の

毒
素
が
全
身
を
ま
わ
り
、
神
経

を
お
か
し
て
マ
ヒ
ぎ
せ
た
り
、

心
蔵
マ
ヒ
串
品
目
し
た
り
、
韓
膜

が
気
通
を
ふ
さ
い
で
窒
息
し
た

り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

症
状
症
状
は
ジ
フ
テ
リ
ア

菌
の
侵
入
し
た
畢
附
に
よ
っ
て

りよ大村市政だ

異
り
ま
す
が
、
三
十
八
度
ぐ
ら

い
の
熱
帯
出
し
て
咳
が
出
た
り

の
μ赤
痛
い
と
い
う
こ
と
が
あ

り
、
の
ど
を
見
る
と
白
い
議
膜

の
見
え
る
と

r，ろ
も
あ
り
ま
す

が
、
義
膜
は
見
え
な
い
が
咳
は

犬
の
遠
吠
え
の
よ
う
な
感
じ

で
、
呼
肢
は
次
第
に
苦
し
く
な

る
と
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
鼻

腔
ジ
フ
テ
リ
ア
は
熱
も
な
く
、

元
気
も
よ
い
の
に
非
常
に
鼻
汁

が
多
く
て
鼻
が
つ
ま
っ
た
り
、

鼻
汁
に
血
液
が
ま
じ
っ
て
い
た

り
し
て
診
察
営
つ
付
て
発
見
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ジ
フ
テ
リ
ア
は
単
く
発
見
し
て

治
療
を
行
な
え
ば
一ニ

t
四
週
間

で
全
治
し
ま
す
が
、
治
療
が
お

く
れ
た
り
す
る
と
死
老
ま
ぬ
が

れ
で
も
、
急
性
期
を
過
ぎ
て
か

ら
ジ
フ
テ
リ
ア
後
マ
ヒ
と
い
っ

て
身
体
各
部
の
神
経
の
マ
ヒ
を

起
す
乙
と
が
あ
り
ま
す
。

予
防
そ
れ
で
は
予
防
す
る

た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
と
と
に

注
意
し
た
モ
ホ
で
し
ょ
う
か

①
予
防
注
射
、
ジ
フ
テ
リ
ア
菌

が
人
体
に
侵
入
し
た
ら
全
部
の

人
が
弗
病
す
る
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
免
疫
の
あ
る
お
母
さ
ん
か

ら
生
れ
た
乳
児
は
、
生
後
四
カ

月
ぐ
ら
い
は
自
然
免
疫
を
持
っ

て
い
ま
す
の
?
感
染
の
機
会
が

あ
っ
て
も
持
病
し
ま
せ
ん
。
し

か
し
だ
ん
だ
ん
免
疫
が
な
く
な

っ
て
一

l
三
才
ぐ
ら
い
で
八
0

1
九
O
%
の
発
病
す
る
可
能
性

を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
乙
で
予
防
注
射
が
必
要
に
な

っ
て
く
る
わ
け
で
す
。
予
防
注

〈毎月1日.10日.20日発行〉

自
作
農
資
金
借
入
申
一

込
み
は
す
ぐ
農
協
へ

一

自
作
農
資
金
貸
付
の
目
的
H
↑

今
更
申
す
ま
で
も
な
く
自
立
経

蛍
農
家
の
助
長
育
成
で
あ
り
、

な
ん
と
い
っ
て
も
農
業
経
営
の

土
台
で
あ
る
農
地
を
確
保
す
る

と
と
が
先
決
条
件
と
い
わ
な
げ

昭和17年z月10日
ぞ回和33年4 月 H 日第三種郵，~十認可〉

エ.ノ、

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ

て
自
立
経
営
に
と
っ
て
必
接
な

農
地
取
得
ま
た
は
、
維
持
者
容

易
な
ら
し
め
る
資
金
を
、
長
期

で
し
か
も
低
利
で
融
通
す
る
乙

と
に
よ
っ
て
、
合
理
的
な
農
業

が
営
な
ま
れ
、
ひ
い
て
は
費
業

開
得
を
増
大
さ
せ
、
興
業
が
他

長る
P咽

産
業
と
の
所
得
格
差
を
縮
め
る

た
め
の
賢
金
で
す
。
国
に
お
い

て
は
悶
和
三
十
七
年
度
の
自
作

農
維
持
創
設
資
金
貸
付
総
額
は

ご
百
億
円
と
し
て
お
り
、
前
年

度
に
比
べ
約
一
ニ
O
%
の
培
額
と

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
の

資
金
内
容
を
見
る
と
費
地
購
入

資
金
と
し
て
百
三
十
四
億
円
、

維
持
資
金
三
億
円
と
な
っ
て
い

ま
す
が
本
市
へ
の
配
分
枠
は
前

年
度
に
七
百
万
円
で
、
本
年
度

免
疫
の
時
は
一
回
だ
げ
し
た
人

と
三
回
完
了
し
た
人
で
は
そ
の

免
疫
に
非
常
に
差
の
あ
る
乙
と

が
判
っ
て
い
ま
す
。
市
で
は
四

月
上
旬
に
実
施
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

②
患
者
が
発
生
し
た
場
合
は
患

者
の
轟
什
、
唾
疾
や
そ
の
処
理

に
用
い
た
も
の
や
、
書
籍
、
食

器
は
完
全
に
消
毒
し
、
病
室
は

通
気
し
日
光
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に

あ
て
ま
す
。
ま
た
乙
れ
ら
を
処

置
し
た
人
や
、
看
護
人
は
手
指

の
消
毒
に
注
意
し
な
げ
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
(
保
険
衛
生
課
)

射
は
生
後
三
カ
月
か
ら
六
カ
月

の
聞
の
初
回
免
疫
と
、
そ
の
後

の
十
エ
カ
月
か
ら
十
八
カ
月
の

聞
に
一
回
と
小
学
校
入
学
前
六

カ
月
、
卒
業
前
六
カ
月
に
各
一

回
行
な
わ
な
げ
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
と
く
に
初
回
免
疫
は
三
回

つ
づ
け
て
行
な
い
ま
す
。
初
回

初
回
免
疫
一
回
、
二
回
、
三
回
完
了
の
免
疫
比
較
褒

an 

一一 1回怠了者
一-2回 3
3自ク
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t

は
未
定
で
す
か
、
前
年
度
よ

り
若
干
の
増
額
は
見
込
ま
れ
る

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
本
資
金

の
借
受
希
望
者
は
、
い
ま
す
ぐ

関
係
農
協
ヘ
申
出
て
だ
く
さ
い

な
お
本
資
金
貸
付
に
つ
い
て
の

具
体
的
指
導
は
個
々
に
つ
い
て

農
業
委
員
会
で
実
施
い
た
し
ま

ず
か
ら
農
業
委
員
会
事
務
局
へ

ど
相
桜
く
だ
さ
い
。
(
農
業
委
員
会
)

5 23 4. 
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汚
物
処
理
手
数
料
の

納
付
は
お
日
ま
で

③
種
い
も
の
所
要
量
H
二
三
O

i
コ
六
0
グ
ラ
ム
の
大
き
さ

の
も
の
で
一

0
ア
ー
ル
当
り

一五
0
キ
ロ
グ
ラ
ム
ぐ
ら
い

甘
藷
の
要
聞
挿
苗
(
早
植
栽
必
要
で
あ
る
。

-
培
)
は
政
量
が
増
し
労
力
の
配
⑨
苗
床
の
幅
H
ビ
ニ
ー
ル
の
幅

一
分
が
よ
く
な
り
、
さ
ら
に
土
鹿
で
決
ま
る
が
、
一
・
五
米

で
指
亡
を
防
ぎ
、
地
力
議
持
(
了
八
米
幅
の
ビ
ニ
ー
ル

J
'
rt
い
で
き
る
有
利
な
条
を
使
用
す
る
)
ぐ
ら
い
が
適

m

件
を
そ
な
え
た
作
り
方
で
あ
る
当
で
あ
る
。

-
乙
定
じ
ゅ
急
ん
承
知
さ
れ
⑤
苗
床
の
肥
科
H
基
肥
は
全
面

-
て
い
あ
と
と
で
す
が
、
早
く
植
散
布
し
土
震
と
切
り
ま
ぜ
る

}
え
る
た
め
の
苗
作
り
が
ま
だ
じ
=
了
三
平
米
(
一

坪
)
当
り

-
ゅ
う
ぶ
ん
だ
と
は
い
え
な
い
よ
堆
肥
ニ
0
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上

一

う

で

す

。

ほ

か

に

硫

安

で

一

二

O
tニ

司
つ
ぎ
に
苗
伸
り
の
大
要
を
辿
べ

0
0グ
ラ
ム
ぐ
ら
い
は
必
要

』
て
害
者
に
い
た
し
ま
す
。
で
あ
る
。

目
白
酒
い
も
の
消
毒
川
県
班
病
予
⑤
種
い
も
の
伏
込
み
H
一ニ月
中

」
防
の
た
め
必
ず
温
湯
消
毒
を

旬

ニ

ニ

×
二
四
セ
ン
チ
ぐ
ら

信
行
な
う
ζ
と
。
温
楊
四
八
度
い
で
よ
い
。
い
も
は
卒
伏
せ

』

に

四

O
件
蘭
侵
演
す
る
。
し
て
、
い
も
の
見
え
な
い
程

同
②
苗
床
面
積
H
ビ
ニ
ー
ル
被
覆
度
に
覆
土
す
る
。
そ
の
上
に

育
苗
で
一

0
ア
ー
ル
当
り
、
完
熟
堆
肥
そ
か
げ
る
と
さ
ら

エ
六
?
三
三
平
方
米
(
八
ー
に
よ
い
。

-
O坪
)
が
必
要
と
す
る
。
⑦
苗
床
管
理
上
の
注
意
H

モ

【
甘
蒔
の
育
苗
】

ィ
、
苗
床
が
乾
燥
し
が
ち
で
出
窓
レ
ま
し
ょ
ろ
a

あ
る
の
で
日
中
に
じ
ゅ
う
ぶ
①
一
年
生
苗
は
だ
い
本
か
ら
三

ん
潜
水
す
る
。
乾
燥
す
争
ζ

0
セ
ン
チ
内
外
の
充
実
レ
た

発
芽
が
お
く
れ
る
。
芽
の
と
こ
ろ
ま
で
切
り
か
え

(
一
回
に
十
分
湖
水
)
ず
.
盲
目
が
あ
る
の
で
注
意

ロ
、
夜
間
は
乙
も
を
か
げ
て
す
る
。
輪
状
芽
(
各
生
長
点

保
温
に
努
め
る
。
の
撹
に
あ
る
)
の
直
上
か
ら

ハ
、
床
面
が
三
七
度
以
上
に
切
ら
な
い
乙
と
。
乙
の
受
口

な
る
と
、
い
も
が
慣
り
易
い
畏
さ
が
二
五
セ
ン
チ
(
約
八

か
ら
換
気
に
注
意
す
る
。
古
寸
)
以
下
に
な
っ
て
も
差
支

い
使
え
な
い
よ
う
な
ピ
ニ

l

な
い
。

ル
が
あ
っ
た
ら
、
種
い
も
に
③
損
を
粘
土
で
固
め
て
あ
る
も

覆
土
後
そ
の
上
に
な
さ
て
の
は
丁
寧
に
洗
い
落
レ
、
担

お
く
と
床
温
を
上
げ
、
発
芽
は
自
然
に
拡
げ
、
先
端
は
下

易
促
進
す
る
と
と
も
に
乾
燥
万
に
向
げ
て
植
え
つ
け
る
。

ず
る
の
を
防
ぐ
と
と
が
出
来
細
い
土
巻
手
で
よ
く
詰
め
、

る

。

そ

の

後

じ

ゅ

う

ぶ

ん

潜

水

す

漕
水
は
半
分
位
で
す
む
。
る
。

五
月
中
旬
に
は
植
付
げ
が
で
⑨
苗
は
深
植
え
に
な
ら
な
い
よ

き
、
六
月
上
旬
に
は
鯵
る
よ
う
、
接
着
部
が
若
干
出
る
よ

う
に
早
く
良
い
苗
を
作
る
よ
う
に
植
え
、
ま
牲
を
添
え
て

う
に
心
が
げ
ま
し
ょ
う
。
結
束
す
る
。

②
植
え
絶
っ
た
ら
敷
車
を
し
苗

に
は
、
わ
ら
ト
ピ
を
か
け
乾

繰
を
防
ぐ
。

【
み
か
ん
】

植
付
に
つ
い
て
は
つ
ぎ
の
点
に

申
告
は
加
日
ま
で

な
お
、
納
額
告
知
曹
を
紛
失
さ
一
ん
。

一あ
っ
て
も
、
そ
の
敬
が
少
な
い
た

れ
た
か
た
は
保
険
衛
生
課
ま
た
一
条
件

l
半
径
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
一
め
、
一
般
の
利
用
に
不
便
帯
感
じ

は
出
器
附
に
お
申
し
出
く
だ
さ
一
以
内
に
一
回
数
が
二
十
一
戸
以
上
あ
っ

一て
い
る
と
と
ろ
も
含
ま
れ
ま
す
。

一て
、
公
衆
電
話
の
な
い
と
と
ろ
。

一

(

商
工
水
産
課
)

一
月
か
ら
一
一
一
月
の
聞
に
新
規
に

一語
、
そ
の
地
域
に
加
入
電
話
が
一

日
刊
誌
絞
れ
れ
れ
K
U
一
個
人
事
業
税
(
県
税
)
の

を
亮
作
υま
す
の
で
、
乙
れ
に

よ
っ
て
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

(
保
険
衛
生
課
)

日
日
寸
日
日
一

昭
和
三
十
六
年
度
汚
物
処
理

手
数
料
館
四
期
分
(
一
・
二
・

三
月
分
)
の
納
期
限
は
三
月
二

十
五
日
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で

お
わ
す
れ
な
く
六
月
十
五
日
付

発
付
の
納
額
告
知
曹
を
ど
持
容

の

う

え

、

市

金

庫

ま

た

は

近

く

一

一一
月
二
十
日
は
個
人
事
業
税
一
日
間
係
員
が
大
村
商
工
会
議

の

出

張

所

に

納

め

て

く

だ

さ

い

の

申

告

期

限

で

す

。

一所
で
出
張
受
付
を
い
た
し
ま

申
告
し
な
け
れ
ば
専
従
者
控
一
す
。

無

電

話

部

落

の

解

消

に

除

や

雑

損

控

除

等

諸

控

除

が

一

受
付
日
は
下
表
の
と
お
り
町

認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
一
内
単
位
に
集
合
受
付
を
い
た

農

村

公

衆

電

話

を

申

告

書

の

受

付

に

つ

い

て

は

τま
す
の
で
、
ご
自
分
の
申

-
一
一
一
月
十
六
日
か
ら
二
十
日
ま
一
告
日
を
お
忘
れ
な
く
。

日
本
電
包
括
公
社
で
は
、
無
一
重
量
ま
で
申
レ
出
て
く
だ
す
ハ
十
八
白
書
く
〉
の
四
一
(
諌
早
県
税
事
務
所
V

電
話
部
落
の
解
消
の
た
め
、
農
村
一
さ
い
。

F

す
で
に
申
蘭
そ
し
て
い
一

一

一

品

"

"

。

O
A
"り
晶
リ
句

A
"リ
岨
可
縛
バ
"
リ
4
胃

"
h
A
V
"

公
衆
電
話
の
股
置
を
年
次
計
画
で
一
る
と
乙
ろ
は
そ
の
必
要
は
あ
り
ま
一

司

実

施

し

て

お

り

ま

す

が

、

つ

ぎ

の

子

ん

ニ

一

流

質

物

の

公

売

会

一

ム

日

時

三

月

土

ハ

日

(

章

一

求

人

案

・

内

し

臨

時

的

ア

ル

バ

イ

ト

生

等

可

)

一

一

一

一

ム

そ

の

他

旋

盤

・

配

管

・

仕

上

エ

条
件
が
そ
な
わ
っ
て
お
れ
ば
、
強
一
菜
、
費
村
公
衆
電
話
が
設
置
さ
一
公
差
屋
で
は
流
震
を
つ
ぎ
の
一
ム
一
場
所
大
村
市
中
央
公
民
館
一
市
内
【
男
子
】
一

村
公
衆
電
話
設
置
申
請
が
で
き
る
れ
る
号
、
そ
の
経
費
は
電
話
一
と
お
J
き

ま

す

。

一

一

ム

各

種

自

動

車

運

転

手

年

寄

一

等

の

突

き

(

年

令

お

ふ

才

一

一

ー

ま

一

会

費

量

、

和

服

類

ほ

か

一

月

政

一

O
、
0
8
1
-
五
0
0
一
ま
で
の
経
験
五
年
以
上
の
者
)
ム

乙
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
一
を
の
客
室
す
る
と
と
と
な

一な

お

公

養

子

当

日

休

業

し

ま

一

一

O
円
ム
工
場
雑
筆

3
1
0才
真
珠
農
工
年
会
会
才
日
政

造

語

し

て

い

な

い

と

乙

ろ

は

一

刀

、

受

菱

重

は

あ

り

ま

せ

ず

。

約

ニ

O
O点
一

日

政

二

o
o
t芸
品

舎

一

三

8
4一五
O
円

日

時

関
定
H
密
植
に
な
っ
て
い
る
M

成
木
圃
は
男
定
に
先
立
ち
、
守

閣
伐
計
画
を
た
て
ま
し
ょ
う
日

不
作
年
(
樹
)
の
劃
定
は
密
↓

生
枝
、
交
錯
枝
の
間
引
男
定
-
胃

程
度
と
し
、
結
果
母
校
を
一

残
す
よ
う
に
す
る
。
豊
作
年
-

{
樹
)
は
結
県
母
校
が
多
い
}

の
で
、
間
引
関
定
に
よ
っ
て
一

あ
る
程
度
の
結
果
制
限
す
る
司

乙
と
も
必
要
で
あ
る
が
、
切

一

り
込
男
定
を
主
体
仁
実
施
す
~

る

。

一

つ
ぎ
に
気
象
の
状
況
に
よ
っ
て
司

は
ク
ロ
ン
加
用
石
氏
黄
研
合
↑

剤
あ
散
す
る
よ
う
に
し
ま
し
司

ょ
う
。
気
象
状
況
、
樹
掛
に
」

よ
っ
て
寝
害
が
生
ず
る
の
で
唄

注
意
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の
ほ
」

か
栽
培
暦
を
参
照
レ
て
く
だ
"

さ
い
。
(
農
業
改
良
普
及
所
)

町

名

久
原
郷
、
玖
島
郷
、
片
町
、
八
幡
町
、
三

好
町
、
旭
町
、
春
日
町
‘札
町
、
下
田
町

港
町
、
三
浜
町
、
四
浜
町
、
本
町
、
伊

勢
町

下
波
止
、
上
波
止、

大
入
町
、
萱
瀬
町

東
三
城
、
西
三
城

武
部
郷
、
寿
町
、
栄
町
、
泉
町
、
水
主

町
、
昭
和
通
、
新
城
町
、
辻
田
町

抗
出
津
、
乾
馬
場
、
古
町
、
植
松
郷

並
松
郷
、
松
並
町
、
桜
馬
場
、
諏
訪
郷

池
田
郷
、
水
田
町
、
三
浦
、
鈴
田
、

松
本
町
、
宮
小
路
、
小
路
口
郷

原
口
郷
、
福
重
、
松
原
、
萱
瀬
、
そ
の
他


